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巻�頭�言�

　このごろ，痛切に思うこと。それは，現場の教師を勇気付けることばが欲�し�いとい�

うことだ。いろいろ探�し�ているのだが，見つからない。最近の学校は，混乱と疲労と�

絶望が渦巻いている。めまぐる�し�く変わる文部行政，強化される管理主義，理不尽な�

保護者に，切れる生徒たち。この国のあらゆる矛盾が，吹雪の吹き溜まりのように学�

校に積み重なり，教師と生徒の心も凍らせていく。教師は孤立無援となり，ス�ト�レ�ス�

から病に倒れていく人も少なくない。そんな教師たちに，なんということばをかける�

ことができるだろうか。たとえば，い�じ�め問題だ。�

　教育再生会議が，この問題に関�し�て緊急提言を�し�た。�「見逃�し�た教師は懲戒処分だ」�

「い�じ�めっ子には厳�し�い指導を」�「傍観者もい�じ�めの加担者だ」という内容だという。�

だが，待ってくれ！　い�じ�めを見逃さないためには，教師が個々の生徒と向き合うこ�

とが何よりも必要だが，その時間が保証されているのか。また，傍観者に他人の痛み�

を理解する感受性を育てるのは，教師ではなく親の仕事ではないのか。さらに，い�じ�

め対策は確かに大切だが，それは「学びの場」と�し�て学校が存在�し�ては�じ�めて機能す�

るはずなのに，学校間の競争をあおって教育の場を破壊�し�ておいて，そのくせ教師に�

求めるのも理不尽というものだ。�

　だが，嘆いてばかりもいられない。どこかに光が見える話が欲�し�い。ギリシャ神話�

はどうだろうか。意地悪な神様が，�「開けてはならない」�と伝言�し�て，美�し�い箱をパン�

ド�ラに送ってきた。好奇心に駆られた彼女が箱を開けると，あらゆる苦悩がこの世に�

あふれ出�し�た。あわててふたを閉�じ�ようと�し�たとき，�「僕を忘れないで」�と，か細い声�

が�し�て，かすかな光とともに出現�し�たのが「希望」だったという。とすれば，今，私�

が教師に贈ることができるのは，�「いかにか細くとも，�生徒の目の輝きの中にこそ希望�

の光を見つけていこう」ということばだ。�
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リーディングの指�導�

　たとえば，�「２週間で教科の力を伸ば�す」�となる�

と，どのような指導計画�が考えられるで�し�ょうか。�

数学であれば，乗法の公�式，平方根，三平方の定�

理など，１日ずつ分野を�おさらいすることが可能�

です。社会科であれば，�地理，歴史，公民などに�

分かれますが，それぞれ�，資源と産業，平安京と�

武士の成長，基本的人権�の尊重など，やはり，誰�

が立案�し�ても，同�じ�ようなものを作り上げる�こと�

になるで�し�ょう。�

　一方，英語はどうで�し�ょうか。おそらく，おお�

かたの指導計画が文法事�項に基づいて配列される�

で�し�ょう。１日目は不定詞，２�日目は動名詞，３�

日目は受け身の現在形お�よび過去形，４日目は現�

在完了形，などなど。せ�いぜい，これに発音，ア�

クセン�ト�などが配分されるかも�し�れません。�

　では，�「２週間で，�可能な限りリーディング�の力�

を伸ばす」となると，ど�うで�し�ょう。あちこちの�

問題集などから適当な長�さの英文をひっぱってき�

て，�2週間分の教材を確保す�るものの，�それで本当�

にリーディングの力が伸�びるのかどうか，教える�

側に確信は持てるで�し�ょうか。あるいは，１�日目�

は○○○の指導，２日目�は○○○の指導と，上記�

の例のようにラベル付け�ができるで�し�ょうか。�

　�

何をどう評価する�か�

　同�じ�ようなことが，評価につ�いても言えます。�

授業で扱った教科書本文�をそっくりそのまま定期�

テス�ト�問題の中心に据え，内容�確認の質問をいく�

つか付ければ，それでリ�ーディングの力が測れる�

と錯覚�し�ている例を未だに多く目に�し�ます。�

　�し�か�し�，そのようなテス�ト�が測っているのは，�

「英語を読み取る力」�で�し�ょうか，それとも�「授業�

中にノー�ト�に写�し�た先生の和訳をどれだけ暗�記�し�

たか」という別の力で�し�ょうか。�

　困ったことに，後者で�あると自覚�し�ながらも，�

わせに終始�し�，答えが間違っている際も�さほどそ�

の理由を示さず，また，な�ぜ，どこで間違って�し�

まったのか，そのプロセス�を個々に確認すること�

がないまま進めていく，こ�のような授業では，決�

し�て力は付きません。�

　実は，�これは何もTOEIC対策の授業に限ったこ�

とではなく，受験対策の進�学講習でも，英検対策�

の勉強会でも見られること�です。さらに，未だに�

英語の授業の中心にどっか�りと偉そうに居座って�

いる「訳読」こそが，この�典型なのです。英文を�

きれいな日本語に変換する�ことができれば，そ�し�

てそれが確認されれば，授�業は進んでいきます。�

し�か�し�，和訳ができれば，本当に�読み取ることが�

できているので�し�ょうか。逆に，内容は�理解でき�

るけれども，日本語には直�し�づらいと感�じ�ること�

などないので�し�ょうか。�

　一時流行�し�た「英文和訳先渡�し�」に�し�ても，本�

当にその指導のメリッ�ト�とデメリッ�ト�を理解�し�て�

いなければ，単に答えを先�に与え，生徒たちが英�

文を読み取ったり，味わっ�たりする機会を奪って�

し�まうことになりかねませ�ん。何よりも，和訳を�

先に渡すだけでなぜか安心�し�，リーディングの指�

導が本当は行われていない�授業が横行�し�ています。�

　�

英文の理解とは�

　英文を理解するとは，書�き手のメッセージを読�

み手が受け止めるというこ�とです。そのためには，�

表面的な理解ではなく，英�文が意味するところの�

イ�メ�ー�ジ�を�心�に�描�く�こ�と�（�メ�ン�タ�ル�・�モ�デ�ル�の�構�

築）�が必要です。�このメンタル・モデル�（心的表象）�

の構築の手助けをすること�が，リーディング指導�

の一つとなります。�

　た�と�え�ば，�SUNSHINE 3 （�平�成�18年�度�版�）�の�付�

録 Reading“Hope for the Future”�では，英文を�

一字一句解説することより�も，セヴァンさんが伝�

えるメッセージは何なのか�ということを探ること�

がリーディングの一番の目�的となります。絶滅に�

向かっている自分たちが住�む地球，そ�し�てそこに�

住む動植物への強い危機感�。それをただ指をくわ�

えて見ている大人たちへの�強い不信感。�し�か�し�，�

自分はたった12歳の子ども�なので，今，大人たち�

の協力がほ�し�いことなど，彼女の訴えを確�かに受�

け止めることが大事です。�SUNSHINE には，�「環�

境」�，�「平和」�，�「言語」�，�「スポーツ」�，�「人類愛」な�

どのテーマのもとに，力強い�剛速球で読み手の心�

にメッセージを投げ込んでく�る英文が散りばめら�

れています。�

　パラリン�ピ�ック金メダリス�ト�の河合純一さん。�

中学生のめぐみさんが亡き父�の願いを叶えようと�

し�た「テディベア」の話。さ�らに，アボリジニの�

女�性�400mラ�ン�ナ�ー�で�金�メ�ダ�リ�ス�ト�の�キ�ャ�シ�ー�・�

フリーマンの英文。貧�し�い人たちへの奉仕活動に�

一生を捧げた「マザー・テ�レ�サ」の話。広島で被�

爆�し�た両親を来る日も来る日�も海辺で待ち続けた�

少女ルミちゃんの「赤いリボ�ン」�。�

　これらの英文は，英文その�ものに力があるため，�

読んでいく中で，ス�ト�ーリーにどんどん引き込ま�

れていき，そのことがメッセ�ージをつかむという�

リーディングの学習につなが�るはずです。�

　�

やさ�し�いからこそ指導は難�し�い�

　中学校の英文は，私たち教�える教師の側に立て�

ばやさ�し�いかも�し�れません。�し�か�し�だからといっ�

て，どの子どももその英文を�読み取れている，と�

いうことにはなりません�し�，オーラルの活動だけ�

行って，リーディングの指導�は�し�なくてもよい，�

ということにもなりません。�

　英文がやさ�し�いからこそ，子どもたちの�つまず�

きに気づくことは困難なので�す。子どもたちには�

存在するそのような英文の落�と�し�穴は，よほど姿�

勢を正�し�て英文に向かわなければ，�私たち教師に�

は見えてきません。�

　�し�か�し�，それが私たちにとっての�教材研究であ�

り，数学の先生が何通りもの�解き方をシミュ�レ�ー�

ション�し�て授業に臨み，それでもま�た新たな解き�

方に出会うというようなプロ�セス型の指導につな�

がっていくはずです。�

　英語の授業は世襲制と言わ�れます。受けた授業�

をまた自分が拡大生産�し�ていくのです。だからこ�

そ，公開授業などで英語の授�業を追体験�し�，そ�し�

て教室にいる生徒の数だけ読�みのプロセスに思い�

を馳せていかなければならな�いのです。�
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このような出題を続ける実�践に出会うことが，少�

なくありません。やや控え�めな言い訳と�し�ては，�

「英文を変えたい気持ちは�あるのだけれど，�いつも�

ALTにお願いするわけにもいかない�し�，�自分には�

そのような力はない」とい�うものがあげられます。�

　�し�か�し�，一番問題なのは次のよ�うな認識です。�

「定期テス�ト�は，英語の力ではなく，平�常の努力�

をみるものである」との主�張です。これは多くの�

先生が口にされます。そう�であれば，数学も33×�

18＝�594と�黒�板�に�書�い�て�教�え�た�ら，定�期�テ�ス�ト�で�

も，数字を全く変えずに�「33×18＝�（　　）�」�と出題�

することになります。数学�ではそのように出題�し�

ているで�し�ょうか。そうでないとすれば�，数学と�

英語は教え方や評価の仕方�が異なるので�し�ょうか。�

　上記と同�じ�ような言い訳に，�「英文を変えたいの�

だけれど，変えると，教え�たことを測定すること�

ができない」という現場の�声があります。では，�

一体，教えられたのは何だ�ったので�し�ょうか。英�

文に含まれる文法事項です�か？　単語ですか？　�

熟語ですか？　それとも，�英文を通�し�て，書かれ�

ている内容や知識について�教えられま�し�たか？　�

残念ながら，これらのどれ�も，リーディング指導�

の中核ではありません。�

　�

リーディング指導の�目標�

　リーディング指導の行き�止まりは，最近，あち�

こ�ち�の�大�学�で�見�ら�れ�る�TOEIC対�策�の�授�業�で�し�ょ�

う。授業中，聞こえてくる�のは，�「A」�とか「C」�

とかいう記号だけ。�し�かも，お互いにうまく発�音�

で�き�ず，聞�き�取�れ�な�い�の�で，�「D for desk」と�か�

「B for book」などと�いうやり取りも聞かれます。�

　�し�か�し�，このような授業をいく�ら受け続けても，�

リーディングの力は伸びま�せん。�「あとは英文をた�

くさん読めば潜在的な力が�発揮される」という�レ�

ベルの学生がたまたまいれ�ば，その生徒たちは確�

かに伸びるで�し�ょう。でも，授業の大半�を答え合�

リ�ー�デ�ィ�ン�グ�指導�の�一工夫�
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　What　�＝　�that　�で�あ�る�こ�と�に�気�づ�く�よ�う�に�な�り�

ます。�

②　�一般動詞の場合�

1.　�は�じ�めに�

　音声指導をメインに授�業を進める場合の壁と�し�

て，文法用語を使うか使�わないかということがあ�

ります。文法的な指導を�加えたほうが理解が高ま�

るのにという場面で，無�理に英語のパターン練習�

のみで乗り切って�し�まうという授業も何回か�見た�

ことがあります。そんな�とき生徒は，活動は楽�し�

かった反面，何を学んだ�かについては釈然と�し�な�

い反応または回答をする�ものです。�

　英語使用をメインと�し�ながら，おそれることな�

く文法指導をすることも�大事なことだと思います。�

　今�回�の�〈S＋�V〉�を�と�ら�え�る�指�導�の�適�切�な�頃�合�い�

と�し�ては，�中学１年の２学期，�進行形，�can，�過去�

形�の�前，つ�ま�り�7W1H，人�称�代�名�詞，所�有�代�名�詞，�

３単現が出揃った時期で�す。既習の英文をまとめ�

て新�し�い観点から振り返ると，�「そうか今まで学習�

し�てきたことはこういうことだ�ったんだ」という�

再理解のチャンスが生徒�に訪れるのです。�

　�

2.　�事前に必要な指導と�は�

①　�フォニックス指導�

　アルファベッ�ト�を見て音声にできる力を入�門期�

より根気よく指導�し�，単語の�レ�ベルから文の�レ�ベ�

ルへと生徒が自信をもっ�て音読できるように育て�

ておきたいものです。口�の動きと音の関係まで指�

導�し�ておくと，書く活動のとき�も生きてくるライ�

ティングにつながる指導�となります。�

②　�パンチゲーム指導＊�

　入�門�期�よ�り，動�詞�に�は�2種�類�あ�る�と�い�う�こ�と�を，�

be動�詞�・�一�般�動�詞�と�い�う�用�語�で�指�導�す�る�こ�と�が�

必要だと思います。特に�，be動詞は�「�イコール動�

詞」であるという別名に�よる説明がすんなり受け�

入れられます。�パンチゲームとは，be動詞と一般�

動詞の主語に応じた変化�を身体で覚えるもので，�

生徒はすぐに覚えて�し�まいます。�

③　�その他の文�

　疑�問�文�に�対�す�る�応�答�の�文�の�〈S＋�V〉�に�整�合�性�が�

あることに，普段よく使う文�で気づかせたいと思�

います。�

　天気の場合，�返答の It は the weather の代名詞�

だったということに気づくこ�とになるのです。�

　�

4.　�成果�

①　�文の意味を形成する骨組�みの部分を，�初めて目�

にする文でも探りながら読�むようになります。�

これは，初めて接する英文�が何について書かれ�

ているのかという�ト�ピ�ック探�し�への意欲につな�

がります。この点では，多�読指導の大前提であ�

ると同時に，どうやったら�英文を読みたくなる�

かについての回答をも含ん�でいます。�

②　�〈S＋�V〉�を�と�ら�え�た�瞬�間�に，自�然�と�英�文�の�意�味�

が頭の中に浮かび上がるよ�うになります。�

③　�〈S＋�V〉�以�外�で�わ�か�ら�な�い�単�語�が�あ�っ�た�場�合�に，�

文意あるいはわからない単�語の意味を推測する�

力が増�し�ます。これは辞書活用の�大きな動機付�

けになります。�

④　�文中の代名詞や指示語の�内容を，�明確に把握で�

きるようになっていきます�。�

⑤　�音読にも大きな自信が付�きます。�これは文の骨�

組みがわかっているからで�す。�
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　�
＊�『英語がわか�る！　自己表現�お助けブック』�

　　�（教育出版）�

③　�文法用語の導入�

　知識は多ければ多いほど�よいと思います。文法�

用語は，吟味�し�たうえでどんどん使うべ�きだと思�

います。これは文中での単�語の機能を理解する大�

きな助けとなる知識ですか�ら，おざなりに�し�ては�

いけないと思います。名詞，�形容詞，�副詞，be動�

詞・一般動詞，代名詞の格�，所有代名詞などは指�

導�し�ておきたい用語です。�「こういうときはこう�言�

うんだよね」と言うだけで�は生徒の理解が整理分�

別されず，どんどんたまっ�て�し�まいます。どれを�

どの場所に�し�まうのか，整理�し�やすい文法の引き�

出�し�を作ってあげたいものです。�

①　�be動詞の場合�

　英文の基本構造は�〈S＋�V〉�であることを教え，�説�

明�の�後，テ�キ�ス�ト�に�下�線�を�引�か�せ�て�い�き�ま�す。�

〈S＋�V〉�が短縮形の場合も分けて�引かせます。�すぐ�

生徒はルールを理解�し�て，どれがＳで，どれが�Ｖ�

かを大きな声で返�し�てくるで�し�ょう。�

I　�am　�Yuki.

S　�V

T:　�Vがイコール動詞だから　�I　�＝　�由紀なんだ。�

Are　�you　�a　�junior　�high　�school　�student?

　�V　�　�　�S

T:　�あ�な�た�は�　�＝　�で�すか，�と�た�ず�ね�て�い�る�文�だ�ね�。�

No,　�I　�'�m　�not.

　　�　�S　　�　�V

T:　�私は�　�＝　�ではない，という文だね。�

　　�私は何と�　�＝　�じ�ゃないんで�し�ょう。�

S:　�A　�student　�at　�the　�same　�school!

What '�s　�that?

　　　�V　　�S

T:　�疑�問�詞�が�あ�っ�て�も�〈S＋�V〉�が�わ�か�る�と，�す�

ぐ意味がわかりますね。�

Do　�you　�have　�a　�question,　�Takeshi?

　　　�S

　　　　　V

T:　�あなたは持っていますか，が�骨組みだね。�

I　�often　�eat　�tempura　�in　�Singapore.

S　　　　�V

T:　�Sはどれかな。�

S:　�I！�

T:　�Vはどれかな。�

I　�don'�t　�speak　�English　�at　�home.

S　　　�　�V

T:　�私は話さないということだね�。�文全体の意�

味はどうだろう。�

At　�last　�I　�'�m　�in　�America!

　　　　�　�S　�V

But　�my　�brother　�Tom　�loves　�it.

　　　　　�S　　　　　　�　�V

What　�time　�is　�it　�now?

　　　　　�　�V　�S

It　�'�s　�5:15.

　�S　�V

How'�s　�the　�weather?

　　�V　　　　�S

It　�'�s　�sunny.

　�S　�V

　こ�こ�で　�often　�で�は�な�く　�eat　�だ�と�気�づ�く�よ�う�に�

なってきます。�

　この文の主語をとらえる�のが難�し�いので，同格�

について触れて，�主語は　�Tom　�だけではないこと�

に気づかせたいと思います�。�

　だ�ん�だ�ん�〈S＋�V〉�を�起�点�とし�て�推�測�が�速�く�な�り�

ます。もちろんここでは既�習文ですので，文の構�

造を理解することになって�いるわけです。�

　At　�last　�があっても，�〈S＋�V〉�がわかるようにな�

ってきます。�

リ�ー�デ�ィ�ン�グ�指導�の�一工夫�

イ�コ�ー�ル�

イ�コ�ー�ル�

イ�コ�ー�ル�

イ�コ�ー�ル�

イ�コ�ー�ル�

－中学１年で�〈S＋V〉�をとらえさせる�効果－�

リ�ーデ�ィ�ン�グ指導の一工夫�

英文の意味がす�ぐ�う�かぶ　　　�
リ�ーデ�ィ�ン�グ指導�

青森県八戸市立北稜中学校教�諭　�中谷　�文章�

3.  SUNSHINE 1を使った実際の指導�



は�じ�めに�

　リーディング指導の基�礎を養ううえで最も大切�

に�し�ていることは，学習者に音�と文字を一致させ�

ることである。英語が不�得意な生徒に共通�し�てい�

る点は，教科書が読めな�い，単語が読めないとい�

うことである。頭の中で�言葉を認識するために，�

音声は重要な要素であり�，英語を習得する入門期�

において最も大切な手が�かりとなる。最近の脳科�

学研究でも，音読が脳の�血流を活性化させ，学習�

効果が上がると報告され�ている。音読がスムーズ�

に行われることが，言語�習得に重要な役割を果た�

し�ているということは言うまで�もない。また，音�

読できない生徒は，コミ�ュニケーション活動をス�

ムーズに行うこともでき�ない。与えられた語彙や�

文型も，音声と�し�て発することができなけれ�ば，�

活動が成立�し�ないからである。�

　これらの音読の苦手な�生徒の特徴は，音と文字�

が一致�し�たものと認識されないことで�ある。これ�

は，ちょうど，楽譜に書�かれている音符が読めな�

いのと同�じ�ことである。音楽を聴くこ�とはできて�

も楽譜を読むことができ�なければ，他人に正確に�

その曲を伝えることは難�し�い。言葉と文字の関係�

やコミュニケーションも�同様である。メッセージ�

の受け渡�し�が英語の重要な役割であり�，英語学習�

の　�motivation　�に�つ�な�が�る�た�め，音�と�文�字�の�一�致�

は，解決に努力�し�なければならない重大な課�題で�

ある。�

　�

1年生で�

　１年生で指導する場合�は，�必ず　�phonics　�を用い�

た単語の音読練習を取り�入れる。�「単語が読める」�

ことが，�「教科書が読める」�自信につながるからで�

ある。�1学期の始めの指導のときか�ら，�一音一音て�

いねいに文字の持つ音素�を練習する。アルファベ�

ッ�ト�には「エイ，�ビ�イ，スィー」という文字�の名�

ト�ボール等で使われる大き�なデジタルタイマーで�

ある。毎回教室に持ち込み�，見やすい位置にセッ�

ト�し�，教科書等の指定されたペー�ジを何分何秒で�

読み切るかを記録�し�ていく。ちなみに，大学入�試�

センター試験の平均点は，�英語だけは，現役生よ�

り浪人生のほうが必ず高い�。英語という教科が質�

より量によってその得点が�保証されるということ�

を生徒に説明�し�，速読�（多読も含めて）�の意義，動�

機づけに結びつける。高校�入試が近づく９月から�

は，時期的に生徒のニーズ�に応え，帯活動と�し�て�

毎�時�間 passage 単�位�の�短�い�入�試�問�題�を�取�り�上�げ，�

速読に挑戦させている。読�みきった時間から，１�

分あたり読むことができた�単語数を計算�し�て表に�

記録させ，グラフ化�し�，そのス�ピ�ー�ド�アップを視�

覚化させている。自分の読�むス�ピ�ー�ド�が，日を追�

うごとに増�し�ているということを自覚す�ることは，�

まさに「継続は力なり」を�実感することであり，�

生徒にとって自信と意欲に�つながっている。�

　�

ゲーム活動で�

　定期テス�ト�直前は，教科書の内容を総�復習する�

絶好の機会である。多くの�教室で生徒座席の縦・�

横列を利用�し�たクロスゲームが行われて�いると思�

うが，テス�ト�範囲のまとまった量の教科�書本文か�

ら，�ALT を活用�し�，�Q&A形式で活動を行う。�生徒�

は，教科書の内容をきちん�と読み直さなければ解�

答ができないので，必死に�なって教科書のページ�

をめくる。ゲームの終了時�に質問された内容をプ�

リン�ト�アウ�ト�し�て配付すると，テス�ト�前の総復習�

となり，さらに定着度が増�す。�

　�

ス�ピ�ーチコンテス�ト�の活用�

　さらに，読み物教材と�し�て活用�し�ているのは生�

徒のス�ピ�ーチである。�毎年7月から学年英語スピ�ー�

チコンテス�ト�に取り組む。各クラスの代�表を選び，�

９月に学年集会形式による�学年ス�ピ�ーチコンテス�

ト�を行う。その際，各クラ�スの代表者のス�ピ�ーチ�

原稿を学年生徒全員分印刷�し�，配付する。学年規�

模によるが，本年度の場合�１クラス代表３名�×�６�

クラス�＝�18名分の原稿を渡�し�た。代表生徒による�

ス�ピ�ー�チ�原�稿�は　�ALT　�に�よ�る�チ�ェ�ッ�ク�が�済�ん�で�

いるため，生徒にとっては良�質で，�し�かも友人に�

よる身近な話題を読む絶好の�機会となる。ス�ピ�ー�

チコンテス�ト�優勝者の原稿を定期テス�ト�の試験範�

囲にすることもある。高円宮�杯全日本中学校英語�

弁論大会の予選であることを�全クラスに伝えるた�

め，２，３年生では，その年�度の優勝者のス�ピ�ー�

チを Daily　�Yomiuri からコ�ピ�ー�し�，読ませること�

に�し�ている。�

　�

おわりに�

　故吉沢美穂氏は，　�「英語がすきになれば�その生�

徒の力はかならず伸びる。生�徒が英語の時間はた�

の�し�いと思うようになれば，�その教師の授業は半�

ば成功�し�たものといえよう。ではど�うすればおも�

し�ろい授業をすることができ�るか。教師がこっけ�

いなことをいって生徒を笑わ�せることは，けっ�し�

て生徒に興味をもたせること�にはならない。教科�

書の内容も，限られた言語材�料では，そうおも�し�

ろくすることもできないので�，物語などの内容で�

生徒を引きつけることは，生�徒の年令から考えて�

もあまりのぞめないことであ�る。生徒が学習にほ�

んとうの意味の興味を感じる�のは，自分の英語が�

進歩�し�ていると自覚するとき，学習�し�た内容が実�

生活に役にたつと自覚する時�である。すなわち，�

achievementに�対�す�る�満�足�感�が�最�大�の�motivation

ということができる」�と述べている。�「英語が好き�

になること」―これは，英語�学習の基礎基本を述�

べるうえで，欠かせない要素�である。リーディン�

グ指導においても，�「読んでわかった」�「以前より�

読めるようになった」と実感�できることが，英語�

学�習�に�対�す�る motivation を�高�め�る�う�え�で�た�い�へ�

ん重要となる。�

　理想と現実に悩む毎日であ�るが，目の前にいる�

生徒の意欲を高め，最も効果�的で役立つ指導法は�

何であるかを念頭に授業を組�み立てている。それ�

が理論と実践をつなぐ大切な�鍵であると考えてい�

る。�

参考文献�：吉沢美穂�『絵を使った文型練習』�大修館�

書店�
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前と「ア，ブ，ク，�ド�」という文字の読み方が�あ�

ると説明する。子音と母音�がおおよそ読めるよう�

になれば，あとは量をこな�すことによってカバー�

できる。数量的な検証は�し�ていないが，経験的に，�

ある一定量の文字が読める�ようになると，そこか�

ら先は，飛躍的に読める単�語の数は増える。英語�

の音に慣れ，語彙が増えて�くると，小学校時代の�

ローマ字読みと英単語の読�み方が異なることに疑�

問を持つようになる。その�意味で，時期的に，２�

学期後半から集中的に指導�することが効果的であ�

る。指導された全ての文字�を，全ての生徒が正�し�

く音声化できるわけではな�いが，３年間を見通�し�

て生徒を観察すると，上の�学年になり，触れる語�

彙数が増えるにつれて，次�第にその効果が出てく�

るケースが多い。�

　�

2年生で�

　２年生から受け持つよう�になったケースでは，�

phonics　�に触れ�ている時�間的な�余裕は�ないの�で，�

slow　�learners　�に�は，カ�タ�カ�ナ�読�み�も�積�極�的�に�指�

導し�て�い�る。shadowing　�を�ペ�ア�で�行�わ�せ�る�際�に�

は，カタカナ英語であって�も活動は可能である�し�，�

communication　�活�動�や　�speech　�活�動�の�音�声�中�心�の�

活動でもこの方法は有効で�ある。また，学期ごと�

に行う単語テス�ト�では，読みの苦手な生�徒に対�し�，�

単語を読みの難易度別に並�べかえ，カタカナで読�

み方を示�し�た教材を提供�し�，覚えさせるように指�

導�し�ている。特に長期休業中の補�習授業では，新�

学期の単語テス�ト�に備え，ワンステップ�ずつ反復�

練習とともに小テス�ト�を行い，成就感を与えな�が�

ら指導を進めている。�

　�

3年生で�

　３年生のリーディング指�導で力を入れているの�

は，速読である。ここで活�躍するのは，バスケッ�

リ�ー�デ�ィ�ン�グ�指導�の�一工夫�リ�ーデ�ィ�ン�グ指導の一工夫�

埼玉県北本市立宮内中学校教�諭　�加藤　�秀樹�

－3年間を通�し�，単語の読み方から速読までを指導する－�

リーディングを通�し�，�
生徒のmotivationを高める指導�



1.　�は�じ�めに�

　本校では，　�「生徒全員が教科書の本�文を自信を�

持って音読することがで�きる」�ことを目標に，�教科�

書の音読指導に力を入れ�てきた。教科書を正�し�い�

発音や抑揚で，また適切�なス�ピ�ー�ド�で音読できる�

ようになると，その英文�を少�し�ア�レ�ンジすること�

で，今度は自分のものと�し�て他者に発信�（表現）�で�

きるようになると考える�からである。本稿で紹介�

する取り組みは，今年度�の第１回横浜市授業研修�

会で発表させていただい�た実践例である。�

　�

2.　�音読の多様性�

　音読指導の際，�課題の一つにあがるのは�「生徒を�

どれだけ飽きさせること�なく，何度もくり返�し�同�

じ�英文を音読させるか」�ということであろう。�音読�

には多くの種類・方法が�ある。その中から生徒の�

実態に合うものを選択�し�，組み合わせることで，�

生徒の音読活動は単調さ�から脱出�し�，活気ある楽�

し�い活動へと変身するのである�。�

　ここでは実際に３年生�の一斉授業で行った音読�

指導の練習の流れを紹介�する。�

（1）�　�Listen & Repeat

　教科書の拡大本文を黒�板に貼り，発音や抑揚・�

区切りなどを確認�し�ながら，また難�し�そうなとこ�

ろはくり返�し�発音練習させながら，教�師の後につ�

いて読ませる。音読指導�の基礎となる大切な活動�

である。生徒の単語の発�音に対する不安はできる�

だけここで解消�し�ておきたい。�

（2）�　�Frog　�Reading

　文字通り，�「かえるの歌」�の輪唱のように，教師�

の音読のすぐ後を追いか�けながら音読させる。一�

定のリズムやスピー�ド�で行うので，表現の特�徴や�

速さを意識させることが�できる。�

（3）�　�Takenoko　�Reading＊�

　本�文�の�中�か�ら�お�気�に�入�り�の�英�文�を�3文�決�め�さ�せ，�

コミュニケーション能力�（話すこと）�の基礎を養う�

ことにつなげるということ�（資料②参照）�。そ�し�て�

三つ目は，英語の得意な生�徒だけでなく，苦手な�

生徒も，�「教科書を読める」�という自信が英語学習�

のモティベーションを高め�るという隠れたゴール�

である。私はそのことを信じ�て，これからも試行�

錯誤を重ねながら音読指導に�力を入れていきたい�

と思っている。�

　�※資�料�①�②�は平成�18年�度版　�NEW CROWN 3（�三�省�

堂）�より英文を引用�し�ています。�
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その部分を立ち上がって読�むという方法である。�

ある程度のリズムとタイミ�ングが必要であるが，�

生徒はゲーム感覚で楽�し�そうに活動に参加する�。�

一斉授業のため，もちろん�英語の苦手な生徒も少�

なくはない。�し�か�し�，短い英文でも，正�し�く読む�

ことは彼らにとって大きな�自信となる。また，一�

斉授業に全員参加させる活�動と�し�て有効である。�

　�＊TOSSラン�ド�　�http://www.tos-land.net/

（4）�　�役割読み�（会話文の場合）�

　教師と生徒がそれぞれの�役割を担当�し�，音読す�

る。会話の場面や流れ・話�者の心情を意識させる�

ことで表現の特徴をとらえ�させ，豊かに表現させ�

ることが大切である。�

（5）�　�Pair　�Reading

　ペアを組み，目標別音読�シー�ト�（資料①参照）�に�

沿ってくり返�し�練習させる。自分たちに�合った課�

題を選び，自分たちのペー�スで練習することがで�

きるため，取り組みやすい�。また一斉授業の中に�

あっても，教師が個別指導�する場面を作ることが�

できるので，必ず取り入れ�たい活動の一つである。�

（6）�　�Overlapping

　CDの音声に合わせて表現�する方法で，�発音や抑�

揚・表現の最終確認�（音読のまとめ）�ができる。な�

かなかうまくいかない生徒�も多いが，その後の継�

続�し�た練習への課題となり，音読�練習に終わりが�

ないことを気づかせるきっ�かけにもなる。�

　�

3.　�まとめ�

　音読は，目で見て耳で聞�いたものを口で話すも�

のである。また，話者の心�情を表情�（心）�で表すな�

ど，表現の手段を全て使っ�て行う言語活動である。�

では，その音読活動のゴー�ルは何か。私はこの実�

践を通�し�て，三つのゴールを学ん�だ。一つ目は，�

英語の音声の特徴をとらえ�て表現すること。二つ�

目は，内容を理解�し�たうえで音読することによ�り，�

リ�ー�デ�ィ�ン�グ�指導�の�一工夫�リ�ーデ�ィ�ン�グ指導の一工夫�

－様々なreadingの活動を生か�し�て　　　�
自己表現活動�につなげるた�めの工夫－�

生徒が生き生きする音読練習�

神奈川県横浜市立野庭中�学校教諭　�小阪　�真紀�

資
料
①
�

資
料
②
�



教科書を教えるか�教科書で教えるか�

　�「教科書で教える」�という立場をとったほう�がよ�

いのは言うまでもない。�そうとわかっていてもそ�

れができない教師がいる�のはなぜか。�

　教師の問題〈指導力の�なさ，忙�し�さ，同僚との�

妥協�（協力？）�，教科指導・授業研究へ�の興味関心�

の欠如，などなど〉�，生徒の問題�〈教科書を勉強す�

る習性・志向性，多忙�（？）�など〉�，制度の問題�〈予�

算，学校・教室環境，授�業カリキュラムの実質的�

な教科書依存，などなど�〉が背景にある。�

　これらの問題が複合的�に差�し�迫ってきたとき，�

「�教�科�書�を�教�え�る」こ�と�で�授�業�を�こ�な�し�てし�ま�う�

（お茶を濁�し�て�し�まう？）�教師が生まれてくる。そ�

し�て�あ�と�を�絶�た�な�い。生�徒�も�そ�れ�に�慣�れ�（�慣�ら�さ�

れ）�，�やがて英語に興味を失�い，�定期テス�ト�などに�

は教科書を暗記的に覚え�てのぞむ結果となる。�

教科書でも教える�

　高校英語教師のとき，�「教科書でも教える授�業を�

し�たい」という内容の記事を書�いたことがある。�

教科書を，教科書で，で�はなく，教科書でも，と�

いう授業を主張�し�たのである。�

　�

　�

　�

　�

　�

　大きな違いは，教師が�英語授業�（英語教育）�の目�

的・目標を理解�し�ており，教材の一部と�し�て教科�

書を扱っているところに�ある。それが図３に相当�

する。ところが，図１で�は，教科書が唯一無二の�

教材であり，教科書を教�えることが英語授業の目�

的・目標になって�し�まっている。図２では，�一歩�

進んで，英語授業の目的�・目標を理解�し�，その達�

成のために教科書を活用�し�ている。だが，教科書�

ねらい－教材－指導�法　�⇒　�生徒�

　生徒のために英語授業は�あり，ねらいも教材も�

指導法も生徒のためにある�。授業を単純化�し�てと�

らえると，�少なくともこの3要素が�連動�し�て日々の�

授業が行われている。�

　３要素の中で，�言うまでもなく，�「ねらい」�（英語�

授業の目的・目標）がどれ�だけ教師自身によって�

認識され自覚されているか�が，英語授業成否の鍵�

となる。その認識と自覚が�「教材」と「指導法」�

を左右�し�，生徒の理解，興味関心�，意欲を高める�

ことにもなれば，減退，消�失させることにもなる。�

　�「学習指導要領」�（ねらい）�も�「�教科書」�（教材）�も�

拠り所と�し�ては大変ありがたいも�のである。�し�か�

し�，具体的な個々の生徒を�目の前に�し�て作られた�

ものではない。あくまでも�拠り所である。生身の�

生徒がいる教室の中では，�生きた�「ねらい－教材－�

指導法」が必要となる。そ�し�て，その提供者が生�

身の教師になるわけだ。�

学習者のための教材�

　くり返�し�になるが，�「ねらい」�「指導法」と同様�

に「教材」も学習者のため�にある。教科書は，拠�

り所にはなっても，学習者�のための完璧な教材に�

はなり得ない。このことを�教師は体験的に知って�

いる。要はそれを考慮する�か無視するかである。�

　考慮するとき，�「教科書で教える」�「教科書でも�

教える」ことが実践されて�いく。無視するとき，�

「教科書を教える」�だけでよ�し�とする。授業は教科�

書に沿った，教科書に合わ�せた�（だけの）�ものにな�

り，�「それが授業というも�のだ」�という印象を日々�

生徒に与え，さらにテス�ト�でその印象を決定的な�

ものにする。�

　そうなったとき，もはや�教科書は生徒のための�

教材ではなくなる。教科書�に生徒を合わせようと�

するか，生徒に�（教科書もその一部と�し�て）�教材を�

合わせようとするか，その�差は実に大きい。�

教科書に欠けている�もの�

　今の教科書に欠けている�ものがある。それゆえ，�

教科書を教えるだけでは永�遠にできないこと，す�

なわち，�「人間的な価値を持つ意味�の授受」�がある。�

　犬塚・三浦�（�『英語コミュニケーション�活動と人�

間形成』成美堂）�は中学校英語教科書�（１年から３�

年まで全７種類）�で扱っている諸活動を分析�し�，�次�

の結果を報告�し�ている�（図４）�。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�レ�ベル４の活動とは，�「自分にとって価値ある意�

味を持った伝達」�　�「コミュニケーション活�動従事�

者同士が相互に，相手を，ま�たは自分自身をより�

よく理解できる活動」�「伝達ニーズの高い活動」�の�

三つの観点を重視�し�たものである。�

　ご存知のように，我々の言�語生活は�レ�ベル４の�

活動が中心となる。母語習得�は�レ�ベル４を大前提�

と�し�，それに伴って�レ�ベル１～３が体験・習得さ�

れていく。英語授業もそうあ�りたい。�

教科書を教材化する�

　�レ�ベル４の活動を展開�し�ていかなければならな�

い。そのためには，教科書を�工夫�し�て用いる必要�

がある。あるいは教科書と併�用�し�て，教科書以外�

の教材を使うことにも積極的�でなければならない。�

つまり，教科書で，教科書で�も教えるという授業�

作りである。そのときこそ，�教科書が真に教材化�

されたときである。もちろん�，生徒のために。�

　生徒から常に学んでいる読�者諸氏は，その具体�

例をたくさんお持ちのことと�思う。機会があれば，�

是非情報交換をさせていただ�きたい。�
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以外の教材を用いることが�意識あるいは実践され�

ていない。�

英語授業の目的・目�標�

　英語教師30年の薀蓄を傾�けるつもりはない。ま�

た，学習指導要領の�し�かるべき解釈を講釈する�つ�

もりもない。ただ，英語授�業の目的・目標を意識�

し�ない授業は，英語教師と�し�ての自分を見失った�

授業になることを指摘�し�たいのである。�

　斎�藤�栄�二�氏�（�関�西�大�学�教�授，元�京�都�教�育�大�学�教�

授）�の言葉を以下に引用す�る。�小学校英語教育学会�

のホ�ーム�ペー�ジ�（�http://www.e-jes.org/）�上の「全�

国リ�レ�ーエッセイ」からの一部抜�粋である。氏は�

小学校英語が中学校英語を�見直すよい機会である�

と�し�て，次のように述べている。�

………………………………�…………………………�

　今までのやり方は，狙い�から，教材から，指導�

法に至るまで，外側の誰か�が考えたものを，教師�

はそれに従っている，とい�う図式ではなかったで�

し�ょうか。教え方について�多少の自由ができたと�

し�ても，ある巾の中だけで�私たちは歩いたり走っ�

たり�し�てきたのではないで�し�ょうか。私は思うの�

です。�

○　�いったいこの教科は何�のために教えるのか。�

○　�そ�の「何�の�た�め�に」が，仮�に�決�ま�っ�た�とし�た�

ら，それを実現させるた�めの教材はどういうも�

のが良いのか。�

　そういった根本的問題に�ついて，私たち教えて�

いる当事者が，自分の力で�考えなくてもよかった�

ということになりませんか�。何か変ですね。皆さ�

ん考えてもみてください。�教育の重要なこれらの�

根本問題を，私たちは自分�たちで考えることをす�

ることもなく，今日までき�たのではありませんか。�

これは「教えること」の本�質について，自分の頭�

で考えていくという機会を�失っていたことにはな�

りませんか。�

………………………………�…………………………�
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図４　教科書全体にお�ける各�レ�ベルの分散�

レ�ベル１：記号的意味の�授受�
レ�ベル２：場面や文脈に�適合�し�た意味の授受�
レ�ベル３：伝達ニーズの�ある意味の授受�
レ�ベル４：人間的な価値�を持つ意味の授受�

レベル4
3.5％�
�

レベル1
43.7％�
�

レベル2
21.5％�
�

レベル3
32.3％�
�

教科書著者�か�ら�の�メ�ッ�セ�ー�ジ�

うんちく�

教科書著者からのメ�ッセージ�

教科書を教材化する�
宇都宮大学教授　�渡辺　�浩行�
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【資料①】�
1.�活動の指導目標�
　�（1）�自己紹介を�し�，それについ�て尋ねたり答えた�りさせる。�
　�（2）�興味・関心の高い�国の生活・習慣�・文化等につい�て，言葉のやり�とりを通�し�て理解させる。�
2.�活動の評価規準�
　ア　自分自�身について，15文�レ�ベルで紹介�し�ている。�
　イ　自己紹�介の内容をもとに�し�て，お互いに�尋ねたりそれに�答えたり�し�ている。�
　ウ　タスク�活動の中で，コミ�ュニケーション�スキル・方略的�技能�（確認する・聞�き返す等）�を使用�し�ている。�
　エ　発話の�際の成功点・問題�点に気づいてい�る。�
3.�活動の授業過程�
　趣旨1　　タス�ク活動，�すなわち，�伝達目的�（communicative　�purpose）�達成のために�，�生徒自身が既�習の言語材料か�ら選択�し�て使用できる�活動を通�し�て，�「何を�

伝えるのか」�「どのような情報�を求めて尋ねる�のか」という伝�達内容の選択を行�わせ，伝えるべ�き内容�（what　�to　�communicate）�を育て開拓す�る。�
　趣旨2　　�ト�ップダウン方�式で行い，意味�を類推させる。�
　趣旨3　　理解�可能なインプッ�ト�（input）�を豊富に与�え，アウ�ト�プッ�ト�（output）�を促進する。 �

過程� 学習活動� 時間� 授業デザイン� 評価とその方法�

タ�ス�ク�活動�「�外国�の�人�た�ち�と�日常的�な�対話�を�し�よ�
う�！」�の�学習活動・到達�目標�を�知�る�。�

導入�
タ�ス�ク�活�動�全�体の学習�活�動・�到�達�目�標�がわか�
る�シ�ー�ト�に�よ�り�，学習�の�見通�し�を�持�た�せ�る�。�

0.5
タ�ス�ク�活動�全�体�を�見�通�し�，学�習�計画�を�立案�し�て�
い�る�。�【学習計画表�】�

自己紹介文�を�推敲す�る�。�

プ�レ�タ�ス�ク�

プ�ロ�セ�ス�ラ�イ�テ�ィ�ン�グ�的�ア�プ�ロ�ー�チ�で自己紹�介�文�
の�修正・追加・訂正�を�さ�せ�る�。�

3.5
文�章の推�敲�を�厭わ�な�い態�度�で意�欲�的に�活�動�し�
て�い�る�。�【�モ�ニ�タ�ー�・作品】�

フ�リ�ー�ト�ー�ク�シ�ー�ト�を�活用�し�，対話活動�を�行�う�。�
自己紹介�を�す�る�。�そ�れ�に�つ�い�て�，�尋�ね�た�り�答�え�た�
り�す�る�。�

表現力�の�基本�を�養�う�た�め�に�，�ひ�と�ま�と�ま�り�の�ダ�イ�ア�
ロ�グ�（�対�話�）�を�書�か�せ，話�す�活�動�に�つ�なげ�さ�せ�
る�。�
自己紹介文�を�話す活動�に�つ�な�げ�さ�せ�る�。�

1
本時�

コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�活動�に�積�極�的�に�か�か�わ�っ�て�い�
る�。�
言語�を�創造的�に�使用�し�て�い�る�。�【直接対話�・�モ�ニ�
タ�ー�・�フ�リ�ー�ト�ー�ク�シ�ー�ト�・�自己紹介文�シ�ー�ト�】�

タ�ス�ク�「外�国�の�人�た�ち�と�日�常�的�な�対�話�を�し�よ�
う�！」�を�ル�ー�ル�に�従�っ�て�行�う�。�

自己紹介�を�し�，�日常的�な�対話�を�行�わ�せ�る�。�対話�
が�し�や�すい�よ�う�に�，�イ�ス�のみ�を�使�い円�形に�３グ�
ル�ー�プ�で�行�わ�せ�る�。�

1
本�タ�ス�ク�の�目的�を�達成す�る�こ�と�が�で�き�て�い�る�。�〔規�
準�ア�・�イ�・�ウ�〕�【�タ�ス�ク�シ�ー�ト�・�モ�ニ�タ�ー�】�

タスク�

タ�ス�ク�活動�の�振�り�返�り�を�通�し�て�，�自分�の�発話内容�
を�モ�ニ�タ�ー�さ�せ，�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�活動�の�際�に�，�
ど�う�い�う�つ�ま�ず�き�があ�っ�たか，�ど�う�い�う�点�が�う�ま�く�
い�っ�た�か�を�ま�と�め�さ�せ�る�。�「�こ�ん�な�表現�を�知�っ�て�い�
れ�ば�よ�か�っ�た�」�を�出�し�合�う�。�

ICレ�コ�ー�ダ�ー�で�再�生�を�し�，振�り�返�さ�せ�る�。他グ�
ル�ー�プ�の�録音�も�聞かせ�る�。�

1

よ�り�よ�い�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�の�た�め�の�方策�を�見�つ�け�
出�し�て�い�る�。�【�ワ�ー�ク�シ�ー�ト�】�
何�を�学�べ�ば�よ�り�よ�い�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�に�つ�な�が�る�
かが�わ�か�っ�て�い�る�。�

上記�「�こ�ん�な�表現�を�知�っ�て�い�れ�ば�よ�か�っ�た�」�英文�
を�提示�し�，学習活動�を�行�う�。�

で�き�る�だ�け�生�徒�が実�際�に�使�っ�た�英�文�を�活用�し�，�
複数�の�英文�を�提示す�る�。�

0.5×2
コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�に�役�立つ新�し�い表現�を�理�解�し�
て�い�る�。�

ポス�ト�
タスク�

4.�本時の授業�
　�（1）�本時の指導目標�
　　①　自己�紹介をさせ，その�ことについて尋�ねたり答えたり�し�ながらやりとり�をさせる。�
　　②　活動�の振り返りを通�し�て，�自分の発話内容�をICレ�コーダーでモニ�ターさせ，�コミュニケーシ�ョン活動の際に，�どういうつまずき�があったか，�どういう点�

がうまくいった�かに気づかせる。� �
　�（2）�本時の評価規準�
　　ア　友だ�ちについて，意欲�的に尋ねたり答�えたり�し�ながら，情報�を引き出�し�ている。�
　　イ　自分�自身について，15文�レ�ベルの紹介を�し�ている。�
　　ウ　情報�を引き出す際に，�「相づちをう�つ」�「聞き返す」�「確認する�」等の方略的な言�語使用を�し�ている。�
　　エ　発話�の際の成功点・問�題点に気づいて�いる。�

　国際化の進展に対応�し�，外国語を使って日常的�

な会話や簡単な情報の交�換ができるような，基礎�

的・実践的なコミュニケ�ーション能力を身に付け�

ることが求められている�。　�「実践的コミュニケー�

ション能力」とは，単に�外国語の文法規則や語彙�

などについての知識を持�っていることだけでなく，�

実際のコミュニケーショ�ンを目的と�し�て外国語を�

運用できる能力のことで�ある。このことは，外国�

語を現実的場面で実際に�使用することができるこ�

とを意味する。現実の言�語使用では，さまざまな�

変化が生�じ�る。コミュニケーションと�はこのよう�

な変化に対応�し�て成立するものである�。実践的と�

はその対応力を付けるこ�とである。この対応力を�

含む言語の運用能力は，�生徒一人ひとりが現実の�

状況の中で使用体験を重�ねることで高まると言え�

る。この使用体験は，記�憶�し�た表現をくり返すだ�

けでなく，状況に合わせ�て自分で言葉を使ったと�

いう実感が持てると生き�てくる。これらのことか�

ら，本タスク�（資料①参照）�を設定�し�た。本タスク�

は，２年次では「佐賀の�ことを発信�し�よう！」３�

年次では「日本文化を紹�介�し�よう！」につながる。�

　タスク活動は情報意図�の伝達を趣旨と�し�て，学�

習者の使用する表現に制�限を加えることなく，自�

発的で創造的なやりとり�を通�じ�て，目標を達成さ�

せようとするものである�。タスク活動では，生徒�

の関心は言語形式よりも�目標の達成，つまり伝達�

内容�（　�content　�）�に�向くの�で，学習�活動�では�起こ�ら�

なかった語法上の誤りを�犯�し�がちである。そのた�

めにモニターを通�し�て，その状況を把握�し�，より�

徹底�し�た学習活動�（ポス�ト�タスク）�で習得を促進す�

る必要性が生じる。発信�者は「伝えたい内容」と�

「伝達の目的」を持ち，�そ�し�てそれを効果的に伝�

達するために，自分の言�語のたくわえの中から必�

要な語彙や構造を自ら選�択�し�ながらコミュニケー�

ションを展開する。情報�の受信者たる聞き手は，�

話�し�手の伝えようとする「何か�」に関心を持ち，�

その意志を話�し�手に伝える。聞き手は�話�し�手に常�

に理解�し�ているという合図を送り�，理解が破綻�し�

た際には回復措置をとり，�談話を理解�し�やすい方�

向�へ�仕�向�け�て�い�く�と�い�う�点�で�き�わ�め�て�積�極�的�な�

「共同作業」であるという�考えがある。学習者は，�

タスク活動を通�し�てより現実的な言語使�用を意識�

し�，自分の伝えたいことが�英語で言えるようにな�

ったと，感�じ�ることが大切である。�

　本タスクでは，生徒の興�味・関心の高い国から，�

３名のゲス�ト�ティーチャーを迎え，その�国の紹介�

および生徒の自己紹介・質�疑応答を行う。相互交�

流の中でフィー�ド�バックを受けることで�，自分が�

構�築�し�た�規�則�（　�interlanguage　�）�が�適�切�か�ど�う�か�検�

証することができる。�また，�output　�をより多く引�

き出すとともに，�output　�を修正する機会を与え�る�

（プ�レ�タスク）�。自己教育力の観点から，�自己評価�

能力を高めるために，どの�程度正確に文法構造を�

用いて意志伝達ができたの�かを聞き手からのフィ�

ー�ド�バックによって知り，メタ言�語的な知識が必�

要に応�じ�て援用され，発話の際の�誤りや問題点な�

どについて気づかせる場を�設定する。プ�レ�タスク�

では，学習者がタスクにつ�いて理解�し�たり準備�し�

たりするのを援助する。ポ�ス�ト�タスクでは，タス�

クで使用�し�た表現について，�ビ�デオ・ICレ�コーダ�

ー・ワークシー�ト�の分析を行い，　�「これが言いた�

かったけど言えなかった！�」という表現の学習活�

動を行う。１年間の総括と�し�て，学習者がそれま�

でに学習�し�たことを総動員�し�て，活動に参加する�

場を設定する。なお，自己�学習力の観点から未習�

の表現も使用できることと�する。�

※資料②はプ�レ�タスクで用いるワークシ�ー�ト�です。�

参考文献�：ジェーン・ウイリス『�タスクが開く新�

し�い英語教育』開隆堂出版�

高島英幸『実践的コミュニ�ケーション能力のため�

の英語のタスク活動と文法�指導』大修館書店�

Goalの姿を意識して�
―プレタスク⇒タスク⇒ポストタスク―�

Teacher's Forum

【資料②】�



Teacher's Forum

授業におけるしつけ�

東京都狛江市立狛江第一中学校教諭　北原 延晃�

英語活動と英語科をつなぐ小中連携�
―学びをつなぐ工夫―�

愛知県豊田市立猿投台中学校教諭　丸山 敬子�

1.　�は�じ�めに�

　授業を成立させるために�不可欠なのは生徒との�

約束事である。最低限のル�ールといってもよい。�

また「生活指導は授業を通�し�て」ともよく言われ�

る。新学期を前にそれらを�確認�し�ておこう。�

2.　�授業における�し�つけ�

　教師の指導にクラス全体�が整然と従うように�し�

つけておくことは１年生入�学当初はもちろん，各�

学年当初には不可欠なこと�である。�

①あいさつのときの�目線�

　授業開始のあいさつは特�に重要だ。下を向いた�

り隣とお�し�ゃべりを�し�たり�し�て教師と目を合わせ�

ない�生徒�に対�し�て�は，Good morning［afternoon］�, 

Suzuki-kun. / How are you, Tanaka-kun? と�いう�

ように個人的に呼びかける�。�

②遅れてきた生徒の�指導�

　教師は必ずチャイム前に�教室にいること。そう�

すれば生徒は早めに教室に�戻ってくる。授業の遅�

刻は絶対に許さない。�「保健室へ行っていま�し�た」�

という言い訳に対�し�ては，養護教諭に必ず確認�す�

る。授業遅刻に対�し�ては，初期の段階で毅然た�る�

態度を示すべきである。�

③最初の活動を固定�する�

　BINGOゲ�ー�ム�や�デ�ィ�ク�テ�ー�シ�ョ�ン�・�テ�ス�ト�の�

ように，最初の活動を時期�によって固定�し�ておく。�

教室に戻ったら�（移動�し�たら）�，次の�ビ�ンゴを書い�

たり，当日の�ビ�ンゴの単語の発音練習を�し�たりす�

るなど，やるべきことを指�示�し�ておく。チャイム�

が鳴る前にやるべきことを�指示�し�ておくと，遅刻�

する生徒はいなくなる。�

④手の挙げ方�

　教室で手を挙げる場面は�「私はできたよ」�「私は�

正解で�し�た」�「私に答えさせて」�といった積極的な�

意思表示の場合が多い。そ�うであるならば，気持�

ちよく肘を伸ば�し�て手を挙げるように指�導�し�たい。�

肘�が�曲�が�っ�て�い�る�生�徒�に�は，Do you have any 

trouble with your elbow?と，�疑問形でたずねるよ�

うにすると，生徒は，答える�よりも黙って肘を伸�

ばす。�

⑤シャツ出�し�，上履きのかかと踏み�

　④�と�同�様�に，How［�What］� about your shirt? / 

Oh, poor shoes!　�というように英語で話�し�かける。�

⑥手をポケッ�ト�に突っ込む�

　柔らかくHands out of your pocket.と言う。�英語�

で言うと日本語で言うより角�が立たない。�

⑦横座り，姿勢�

　Sit［Stand］� straight. と声をかける。straight に�

アクセン�ト�を。�

⑧音読のときの教科書�

　手遊びを封�じ�るために必ず教科書を両手�で持っ�

て読むように指導する。�

⑨配付物を速く配る／�集める�

　だらだら集めるのは教室の�規律を崩すもと。�「30

秒で集めなさい」など時間を�切ってやる。できな�

い場合はやり直�し�をさせる。生徒がどう�し�たら速�

く集められるか知恵を出�し�合うようになる。�

⑩１秒でも無駄に�し�ない�

　作業が速く終わった生徒に�は次の課題を必ず用�

意�し�て遊ばせない。速く終わ�る生徒�＝�成績優秀な�

生徒である。彼らを遊ばせる�と教師の信頼は失わ�

れ，授業崩壊につながること�もある。できる生徒�

には次の課題を与えて，その�子たちも伸ば�し�てや�

るように配慮する。�

⑪ハン�ド�シグナルを効果的に�使う�

　教師が指を２本立てたら２�回くり返すなど，口�

で言う代わりにハン�ド�シグナルの約束事を決めて�

おくと，授業がスムーズに流�れる。�

⑫声の出させ方�

　大きな声を出すことの重要�性を，生徒に理解さ�

せたい。�私は音読のときは，�「自分の声を，�耳を通�

し�て頭に刻み込ませるように�読みなさい」と指導�

し�ている。�それでも声が出ないような�ら，�BGMを�

大きめに流すとか，対話練習�のときにペアの距離�

を２～３m離す，などの工夫をする必要が�ある。�

英語教育・2007年第1号�

1�5�1�4�

1.　�は�じ�めに�

　�“�Good　�morning.”�“How　�are　�you?”�入学式にこ�

う言いながら昇降口に入�ってきた新入生たち。小�

中連携が始まって，今年�で３年目。小学校で週１�

時間，ゲームや身近な場�面を設定�し�た体験的な英�

語活動を行い，英語に慣�れ親�し�んできた子どもた�

ち。�「小学校での学びの意欲を中�学校でも継続�し�た�

い」�「小学校での英語活動を�，�自分の思いをさらに�

豊かに表現する力につな�げたい」このような願い�

のもとに本校英語科では�，次のようなことに取り�

組んでいる。�

2.　�具体的な実践�

（1）�　�小学校での学びを継�続�し�た授業�

　①アイコンタク�ト�，適切な声量，感情豊か�な表�

情，ジェスチャー，場に応じ�た応答など，会�

話のルールを再確認する。�

　②小学校から継続�し�，発展させたクラスル�ーム�

イングリッシュ�（教室英語）�を使用する。�

　③授業展開は，ウォー�ムアップ→基本練習→コ�

ミュニケーション活動→自�己表現→学びの振�

り返り�（自己評価表に文章記入）�を基本とする。�

（2）�　�基礎・基本の定着�

　①授業の始め，５分間�の声出�し�ウォームアップ�

を行う。ペラペラ英会話，�すらすらリーディ�

ングなど短時間に多くの英�語を発音�し�たり，�

Q & A　�の練習をペアで行った�りする。�

　②基本文練習後は，小�テス�ト�，単元テス�ト�，基�

礎コンクールなど�ド�リルを３年間継続する。�

（3）�　�英語表現に慣れるた�めの活動�

　①�ビ�ンゴ，インタビューゲー�ムなど，小学校で�

慣れ親�し�んできたゲームの難易度�を高めてコ�

ミュニケーション活動を行�う。�

　②一文作り，スキッ�ト�（対話文）�作りなど既習文�

型�・�文�法�を�ア�レ�ン�ジ�し�な�が�ら�自�己�表�現�を�さ�せ�る�。�

（4）�　�自己表現活動�

　①ユニッ�ト�のまとめと�し�てテーマ英作文をする。�

友人のよい表現法を生か�し�て自分の思いを英�

作文させ，話す活動につなげ�ていく。�

　②ス�ピ�ーチ，�Show　�&　�Tell，�スキッ�ト�発表，�発�

表会での　�Q & A　�等の活動をする。�

（5）�　�小中交流活動�

　①中学校英語科教員が，�小学校英語活動にTTで�

参加する。�小学６年生の３学期には，�座学�（机�

といすを使用）�で各クラス３回実施する。�

　②入学を前に�し�た小学６年生と中学１�年生がペ�

アを組んで，中学校の授業を�体験する。小学�

生にとっては中学校入学時へ�の適応指導と�し�

て，効果が絶大である。�

　③小学４年生と中学３年�生が簡単な英語を使っ�

た�ゲ�ー�ム�形�式�で�交�流�す�る�ハ�ロ�ウ�ィ�ン　�or　�ク�リ�

スマス交流をする。生徒が主�体となって，計�

画・運営を行い，自己を見つ�め，より高める�

機会となっている。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

3.　�まとめ�

　交流の中で中学生は�「�Very　�Good　�!　�　�自信を持っ�

て言えばいいよ」�「アイコンタク�ト�がちゃんとでき�

ているね」など普段の授業�の中で言われているこ�

とを小学生に優�し�く教えたり，不安を取�り除こう�

と気を配ったり�し�ていた。また，様々な�場面で積�

極的に英語を使おうとする�姿勢が見られるように�

なった。中学生は自覚を持�ち，小学生は中学校へ�

の見通�し�の中で不安を期待に変え�る。だから新入�

生は中学校生活への適応が�早い。先輩は後輩を大�

切�に�する�。�出張�に�出る�と�き�“�See　�you　�tomorrow　�!　�”�

と見送ってくれた笑顔がう�れ�し�かった。�

〈ハロウィン交流会〉�



　英語教育で「コミュニ�ケーション」が重視され�

るようになったのは，た�いへん結構なことだと思�

います。�

　�し�か�し�子どもの自殺をはじめ，家庭�内で犯罪が�

起こるたびに「コミュニ�ケーションが不足�し�てい�

た」�「人間関係がうまく築けて�いなかった」�という�

ことばがくり返されるの�を聞くと，学校内や家庭�

内でコミュニケーション�がとれず人間関係が築け�

ないでいて，どう�し�て英語でコミュニケーシ�ョン�

がとれるようになるのか�，と思って�し�まいます。�

問題は「英語の会話能力�」よりも，英語圏社会と�

日本社会におけるコミュ�ニケーションという事象�

に対する考え方の違い，�およびその背後の人間関�

係にあると思われます。�

　日本社会は千年以上も�の間，上下関係を基本に�

おく封建社会が続いたた�めに，主権在民の民主主�

義社会が法律的に誕生�し�たのはほんの60年前です。�

終戦直後こそアメリカ直�輸入のデモクラシーが謳�

歌された時期もありま�し�たが，いつのまにか主権�

在民の基本精神はどこか�へ消えて�し�まって，重要�

な決定をする場面では封�建時代さながらの上意下�

達的な形態が主流になっ�ています。多くの組織で�

は今「自由に意見を交換�する」ことは建前で�し�か�

ないのが実情で�し�ょう。�

　このような建前と実態�がかけ離れた状況にある�

ところでは，日本語です�ら思っている通りにもの�

を言うことはできないの�ではないで�し�ょうか。相�

手やまわりの人間との上�下関係を考えなければな�

らない敬語に自信がない�という理由だけでなく，�

発言の内容そのものを自�分からチェック�し�て，本�

音の発言を控えることも�多いで�し�ょう。�

　また日常生活では機械�の操作だけで用事がすん�

で�し�まい，ほかの人との会話を�必要と�し�ない状況�

があります。�「英語でコミュニケーショ�ンを」�とい�

う前に，日本語での会話�が省かれているこのよう�

な状態をはっきり認識す�る必要があります。�

　�

　英語のテキス�ト�では，たとえば見知らぬ人�と気�

軽に話を始めたり，知り�合ってすぐにファース�ト�

ネームで呼び合ったりする�場面がよく出ますが，�

日本語の会話ではなぜ，そ�れができないので�し�ょ�

うか。�

　また英語のふつうの会話�では地位が上の人にも�

下の人にも同�じ�ような話�し�方をするのに，相手に�

何かを頼むような場合には�地位が下の人や親�し�い�

人にも丁寧な言い方をする�のはなぜで�し�ょうか。�

日本語では，なぜ上下関係�だけで言い方がぜんぶ�

決まって�し�まうので�し�ょうか。�

　このような疑問を持った�とき，は�じ�めて日本社�

会と英語圏社会とは人間関�係の扱い方が違うとい�

うことに気がつきます。彼�らの社会では人と人と�

は基本的にイコールである�とされているので，こ�

とば使いも相手による差は�あまりありません。�し�

か�し�ものを頼むような場合には，�相手の自由意志�

を束縛するので，気を遣っ�た丁寧な言い方を�し�ま�

す。また，ダイ�レ�ク�ト�な言い方を�し�て親�し�さを強�

調するのが相手を手厚くも�てなすことであり，遠�

慮�し�て距離をあけるのは相手を避�けていると取ら�

れます。�

　�

　英語圏社会のこのような�人間関係と言語使用は�

「コミュニケーション」�という科目の中で勉強す�る�

には大きすぎるテーマかも�し�れません。�し�か�し�現�

代の日本社会における人間�関係と，それに基づく�

日本語の使用状況を客観的�に観察するきっかけに�

はなるで�し�ょう。そ�し�てそれを土台に�し�て，国際�

的に通用する日本と日本人�のあり方を深く考える�

ようになるのではないで�し�ょうか。�

（関西外国語大学教授　�堀　�素子）�

英�語�教�育�時�評�

投稿を歓迎�し�ます�

　英語教育に関する問題提起，実践報告�，研究などの�
投稿をお待ち�し�ております。締切は特にありませんが，�
本誌は今後，3�月，5�月，9�月�（第5�6�回中村英語教育賞入�
選論文発表）�，2�0�0�8�年1�月にそれぞれ発行の予定ですの�
で，原稿到着の時点で掲載号を決めさせ�ていただきま�
す。規定は以下のとおりです。ご不明の�点は編集部ま�
でお問い合わせください。�
　①　�2�2�字詰×7�2�行以内�（本文分量）�
　②　�二重投稿はご遠慮ください。�
　③　�採用分には薄謝を進呈いた�し�ます。�
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